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包
装
・
印
刷
・
繊
維

紙
製
品（
封
筒
）の
製
造

コ
ー
キ
封
筒
株
式
会
社
　
　
富
田
林
市

住　所 〒584-0023
 富田林市若松町東３-７-８
T E L 0721-25-7210
F A X 0721-25-9484
創　業 大正13年2月
資本金 3,000万円
従業員 60名
代表取締役社長　鴨谷 清三

〝
包
む
〞と
い
う
温
か
さ

そ
れ
を
体
現
し
て
い
る

多
彩
な『
封
筒
』た
ち

コ
ー
キ
封
筒 

株
式
会
社

■主な事業内容
封筒の企画・製造

■主な取引先
大手文具メーカー、印刷会社、
銀行、保険会社 等

コーキ封筒株式会社

http://www.koki-envelope.com

Company Profile

コスト
相  談

納  期
相  談

オンリー
ワン技術

メイドイン
ジャパン

試作可
小ロット

量  産
対  応

企画力
自信有

代表取締役社長
鴨谷 清三 さん

取締役専務
鴨谷 仁 さん

他社に
は

負けな
い

当社のものづくり
セールスポイント

営業と直結した生産システムを構築し、受注から納品まで
の流れを一本化することで、品質を保持しながら、大ロット
短納期を実現しています。自社倉庫を活用し、商品管理
も代行できる当社。バラエティあふれる要望を満たします。

現代のクラフトマンシップを感じてほしい
どんな要望もクリアします

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
数
だ
け

カ
タ
チ
が
生
ま
れ
る

色
と
り
ど
り
の
封
筒

　

Ｉ
Ｔ
進
化
に
よ
り
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法

は
日
々
変
化
を
遂
げ
て
い
る
。数
々
の
メ
デ
ィ
ア

の
中
で
最
も
古
く
、人
々
が
温
か
さ
を
感
じ
る

も
の
。そ
れ
は『
手
紙
』な
の
か
も
し
れ
な
い
。そ

ん
な
メ
デ
ィ
ア
を
支
え
て
い
る
企
業
が
コ
ー
キ
封

筒
だ
。

　

同
社
は
、多
彩
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
開
発

し
、あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
。自
社
倉

庫
に
は
、常
に
４
０
０
種
類
に
も
お
よ
ぶ『
コ
ー

キ・オ
リ
ジ
ナ
ル
』封
筒
が
揃
う
。製
紙
メ
ー
カ
ー

と
共
同
開
発
し
た
そ
れ
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
紙

質
、色・地
模
様
等
、美
し
く
個
性
的
な
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
が
揃
う
。ユ
ー
ザ
ー
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
性
を

配
慮
し
、１
０
０
枚
と
い
う
小
ロッ
ト
パッ
ケ
ー
ジ
。

さ
ら
に
、封
筒
が
入
っ
て
い
る
箱
そ
の
も
の
が
、

フ
ァ
イ
ル
ボ
ッ
ク
ス
と
し
て
２
次
使
用
で
き
る
よ

う
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
の
も
魅
力
だ
。

　

ま
た
、企
業
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
し
て
利
用
す

る
封
筒『
ク
ラ
イ
エ
ン
ト・オ
リ
ジ
ナ
ル
』で
は
、デ

ザ
イ
ン
だ
け
で
な
く
機
能
面
で
の
多
様
化
に
的

確
に
対
応
し
て
い
る
。ア
イ
デ
ア
溢
れ
る
そ
の
機

能
を
駆
使
し
て
製
造
さ
れ
る
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
は
、高
い
評
価
を
受
け
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
製

品
だ
。

Ｉ
Ｐ
封
筒
で
中
身
安
心

イ
ー
ジ
ー
オ
ー
プ
ン
封
筒
で

簡
単
開
封

　

例
え
ば『
Ｉ
Ｐ
封
筒
』（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョン
プ

ロ
テ
ク
ト
封
筒
）は
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
で
の
高
い

評
価
を
得
て
い
る
。開
封
後
の
再
生
不
可
能
な

仕
組
み
や
、開
封
履
歴
が
判
別
可
能
に
な
る
た

め
証
拠
を
残
せ
る
等
、特
に
金
融
機
関
等
の
個

人
情
報
を
取
り
扱
う
企
業
で
は
不
可
欠
な
存

在
と
な
って
い
る
。

　

ま
た『
イ
ー
ジ
ー
オ
ー
プ
ン
封
筒
』は
、ハ
サ
ミ

等
を
必
要
と
せ
ず
、ゴ
ミ
さ
え
出
さ
な
い
と
い
う

画
期
的
な
商
品
。封
筒
自
体
に
ミ
シ
ン
目
を
入

れ
、フ
ラ
ッ
プ
ご
と
ミ
シ
ン
目
に
沿
っ
て
開
封
す
る

と
い
う
仕
組
み
だ
。手
に
し
た
者
に
と
っ
て
、簡

単
に
開
き
、か
つ
思
わ
ず
開
け
て
み
た
く
な
る
よ

う
な
デ
ザ
イ
ン
も
併
せ
持
つ
こ
と
か
ら
、開
封
率

が
上
が
る
と
い
う
訳
だ
。ハ
サ
ミ
不
使
用
の
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
、公
共
料
金
通
知
等

に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、封
筒
だ
け
で
は
な
く
紙
素
材
の
フ
ァ

イ
ル
も
好
評
だ
。ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
だ
と
オ
リ
ジ

ナ
ル
作
製
に
費
用
が
か
か
り
、封
筒
だ
と
中
身

が
見
え
ず
取
り
出
し
に
く
い
。ま
た
、窓
あ
き

部
分
が
セ
ロハ
ン
素
材
だ
と
廃
棄・分
別
に
手
間

が
か
か
る
。そ
れ
ら
を
す
べ
て
解
決
し
た
の
が

『
エ
コ
フ
ァ
イ
ル
』。紙
製
な
の
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
印

刷
に
対
応
で
き
、窓
に
は
グ
ラ
フ
ァ
ン
紙
を
使
用

し
廃
棄
・
分
別
問
題
を
ク
リ
ア
。多
彩
な
色
を

取
り
入
れ
、効
率
的
な
書
類
整
理
を
可
能
に
し

た
。

　

古
来
、日
本
人
は
文
を
懐
紙
に
包
み
、そ
の
気

持
ち
を
伝
え
た
。封
筒
は
そ
ん
な
温
故
知
新
の

ツ
ー
ル
だ
。手
に
す
る
も
の
だ
か
ら
こ
そ
温
か
さ

が
伝
わ
る
。そ
ん
な
コ
ー
キ
封
筒
の
製
品
が
、今

日
ポ
ス
ト
に
入
って
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

工業内では、封筒の特色に合わせさまざ
まな機器が稼働する

常に400種類がスタンバイしている『コーキ・オリジナル』封筒。珍しい色や地柄が美しい
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化
学
・
樹
脂

無
機
化
学
工
業
薬
品
の
開
発
・
製
造

関
西
触
媒
化
学
株
式
会
社
　
　
堺
市 

堺
区

住　所 〒590-0837
 堺市堺区柏木町1-3-13
T E L 072-241-6200
F A X 072-245-1513
創　立 昭和32年3月18日
資本金 3億280万円
従業員 76名
代表取締役社長　箕浦 康子

半
世
紀
以
上
の
実
績
を
誇
る

無
機
化
学
工
業
薬
品
の
製
造
販
売

迅
速
対
応
が
モ
ッ
ト
ー

関
西
触
媒
化
学 

株
式
会
社

■主な事業内容

当社のものづくり
セールスポイント

無機化学工業薬品の開発、
製造、販売

■主な取引先
大手家電メーカー、金属
メーカー、試薬メーカー 等 信頼とビジョン、感謝を持って、独自の開発と素早い解

決力で、お客様のニーズに対応しています。電機・繊維・
石油・セラミックス・顔料関連分野に活性物質・触媒・磁
性材など、各種無機薬品の安定供給が可能です。

独自の技術と素早い解決力で対応
倫理・創意・人間尊重で、次代への
可能性を担います

代表取締役社長  箕浦 康子 さん

他社に
は

負けな
い関西触媒化学株式会社

http://www.kansyoku.co. jp

Company Profile

コスト
相  談

納  期
相  談

オンリー
ワン技術

メイドイン
ジャパン

試作可
小ロット

量  産
対  応

海  外
発注可

企画力
自信有

顧
客
ニ
ー
ズ
を
汲
み
取
っ
た

解
決
ス
ピ
ー
ド
が
武
器

　

無
機
化
学
工
業
材
料
の
開
発
か
ら
製
造
販

売
を
行
う
関
西
触
媒
化
学
。40
年
以
上
前
よ
り
、

ニ
カ
ド
電
池
の
正
極
、
負
極
材
料
の
量
産
供
給

を
開
始
し
、
電
池
材
料
の
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の

基
盤
を
築
い
て
き
た
。
ニッ
ケ
ル
水
素
電
池
や
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等
の
電
池
関
連
を
は
じ
め
、

表
面
処
理
用
の
薬
品
原
料
、
触
媒
、
電
子
部

品
の
原
料
処
理
剤
等
、
ニッ
ケ
ル
触
媒
技
術
を

軸
に
コ
バル
ト
化
合
物
等
の
製
造
等
も
手
掛
け
、

多
岐
に
わ
た
る
原
料
を
供
給
し
続
け
て
い
る
。

　

特
筆
す
べ
き
は
１
９
６
４
年
、
国
内
初
の
事

例
と
な
っ
た
、
ニッ
ケ
ル
触
媒
技
術
の
ソ
連
（
当

時
）への
輸
出
。
こ
れ
を
機
に
設
備
投
資
を
拡
大
、

常
に
業
界
の
先
頭
を
走
り
続
け
、
そ
の
業
績

を
伸
ば
し
て
き
た
。
中
で
も
、
新
商
品
の
開
発

に
つ
い
て
は
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、

そ
の
解
決
ス
ピ
ー
ド
を
武
器
に
し
て
き
た
と
言

え
る
。

　

原
材
料
は
、
価
格
変
動
も
激
し
い
。
顧
客

か
ら
の
コ
ス
ト
要
求
と
の
狭
間
で
、
社
員
一
人
ひ

と
り
が
意
識
を
持
ち
、
意
思
疎
通
を
頻
繁
に

す
る
こ
と
を
徹
底
し
て
き
た
こ
と
が
、
大
き
な

強
み
と
な
っ
た
の
だ
。

　
〝
化
学
反
応
〞と
い
う
物
理
的
に
も
危
険
な

製
造
過
程
の
中
で
、
迅
速
に
対
応
を
す
る
こ
と

へ
の
難
し
さ
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
れ
に
加

え
て
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
化
合
物
で
も
、
ト
レ
ン
ド

を
キ
ャ
ッ
チ
し
、『
高
容
量
な
独
自
製
品
』
等

を
開
発
し
提
供
で
き
る
の
は
、
関
西
触
媒
化

学
だ
か
ら
こ
そ
で
も
あ
る
の
だ
。

合
言
葉
は

「
環
境
が
パ
ー
ト
ナ
ー
」

　

化
学
薬
品
と
い
う
、
製
品
の
『
中
間
体
』

を
製
造
す
る
同
社
が
、
日
頃
か
ら
抱
い
て
い
る

の
が
環
境
分
野
で
の
技
術
貢
献
だ
。

「
化
学
薬
品
を
扱
う
以
上
、
そ
の
技
術
力
が
環

境
に
直
接
関
わ
り
ま
す
。
環
境
浄
化
材
料
や
、

次
世
代
高
機
能
二
次
電
池
材
料
の
開
発
が
、

今
後
の
大
き
な
仕
事
の
ひ
と
つ
で
す
ね
」
と
箕

浦
社
長
。
研
究
ス
タ
ッ
フ
は
社
員
の
30
％
を
超

え
る
と
い
う
、化
学
技
術
に
お
け
る
強
固
な
ベ
ー

ス
作
り
に
も
、環
境
への
姿
勢
が
窺
え
る
。
ま
た
、

技
術
力
以
外
に
運
搬
時
、
粉
末
状
の
製
品
を

飛
散
さ
せ
な
い
包
装
に
す
る
な
ど
の
工
夫
に
も

注
力
。『
環
境
が
パ
ー
ト
ナ
ー
』
と
い
う
姿
勢

を
貫
い
て
い
る
。

　

今
後
は
、
電
池
関
連
の
み
な
ら
ず
、
電
子

部
品
関
連
、
表
面
処
理
関
連
を
次
な
る
柱
と

し
て
展
開
す
る
予
定
だ
。
そ
の
他
、
製
品
の
輸

出
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
め
ざ
す
同
社
。
メ
イ
ン
の

電
池
関
連
も
、
充
電
式
電
池
の
需
要
の
高
ま

り
を
考
え
る
と
、
こ
れ
か
ら
の
事
業
拡
大
も
期

待
で
き
る
。

　

結
集
さ
れ
た
社
員
の
知
恵
、
創
造
的
技
術
、

改
革
意
識
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
社
訓
で
も
あ
る
、

「
倫
理
」「
創
意
」「
人
間
尊
重
」
を
統
合
し
て

事
業
展
開
を
行
う
箕
浦
社
長
。
女
性
な
ら
で

は
の
視
点
で
発
せ
ら
れ
る
や
さ
し
い
口
調
の
中

に
、
支
え
て
く
れ
る
多
く
の
人
々
へ
の
感
謝
が

に
じ
み
出
て
い
る
。

名古屋から約40分。同社の岐阜工場は豊かな
自然の緑の山々に囲まれた多治見市笠原町に
ある

化合物原料の数々。顔料や電池、電子部品、栄養剤など、生活に密着した製品へと変化していく




